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2011年度 (411名)

2012年度 (484名)

2013年度 (559名)

2014年度 (559名)

2015年度 (520名)

合計

　

  第1部　過去10年の事業実績

JICAは、開発途上国の国づくりの中核となる人材を育成する目的で、毎年およそ150か国
から1万人を超える技術者や行政官などを、各国政府からの要請に基づき研修員として
受入れています。研修員は、国づくりに必要な技術や知識を習得し、また、日本で生活す
ることを通して、日本の伝統・文化に対する理解を深めて帰国し、それぞれの国の発展に
貢献することが期待されています。中国5県を所管するJICA中国では、人類初の原爆投
下から復興した経験に基づく平和構築や、国内有数の教員養成の実績に根差した基礎
教育、日本の産業構造の縮図と言われる中国地方の知見を活かした民間セクター開発と
いった、この地域が有する強みを活かした研修事業を展開しています。

 １.研修員受入事業実績 

2006年度 

(476名) 

2007年度 

(313名) 

2008年度 

(384名) 

2009年度 

(330名) 

2010年度 

(381名) 

2011年度 

(411名) 

2012年度 

(484名) 

2013年度 

(559名) 

2014年度 

(559名) 

2015年度 

(520名) 

課題別研修 160 152 134 186 158 143 170 228 211 212

国別研修 118 104 80 103 66 148 143 131 189 123

青年研修 187 72 86 89 95 72 74 99 98 88

長期研修 5 4 13 4 7 14 21 25 57 94

日系研修 6 3 0 2 4 4 3 1 4 3

研修コース 57 47 45 48 44 55 58 63 63 82
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研修員受入人数の推移 

【 参加者合計      名 】 4,193  
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JICA中国では、開発途上国の住民と一体となって行う協力活動を志望する個人を募集
し、海外に派遣しています。海外ボランティアは大きく分けて、青年（20～39歳）を対象とし
た青年海外協力隊、日系社会青年ボランティアと、シニア（40～69歳）を対象としたシニア
海外ボランティア、日系社会シニア・ボランティアがあります。中でも、青年海外協力隊事
業は、1965年の事業開始より50年以上継続して取り組んでいます。JICA中国は、毎年春
と秋の２回の募集期に合わせて実施される一般募集説明会の他、帰国隊員の報告会、
大学や各種セミナー・イベント等でのボランティア事業の紹介など、ボランティア事業の理
解促進のための様々な活動を行っています

（ 1 ）青年海外協力隊派遣実績

（ 2 ）シニア海外ボランティア派遣実績

2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 

鳥取 7 10 10 12 11 9 7 3 6 3

島根 13 8 10 14 14 12 9 10 11 1

岡山 27 25 24 33 27 19 14 17 9 9

広島 13 22 36 41 27 21 14 26 25 18

山口 15 25 20 20 20 12 15 19 17 9

年度合計 75 90 100 120 99 73 59 75 68 40
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 2.JICAボランティア事業実績 

2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 

鳥取 3 2 1 1

島根 2 1 4 6 2 4 1

岡山 3 2 7 4 6 3 7 3 2 5

広島 3 4 13 15 7 11 6 7 3 6

山口 3 3 3 10 1 7 3 7 3 2

年度合計 14 10 27 37 16 26 16 18 8 14
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2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 

鳥取 7 10 10 12 11 9 7 3 6 3

島根 13 8 10 14 14 12 9 10 11 1

岡山 27 25 24 33 27 19 14 17 9 9

広島 13 22 36 41 27 21 14 26 25 18

山口 15 25 20 20 20 12 15 19 17 9
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 2.JICAボランティア事業実績 

2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 

鳥取 3 2 1 1

島根 2 1 4 6 2 4 1

岡山 3 2 7 4 6 3 7 3 2 5

広島 3 4 13 15 7 11 6 7 3 6

山口 3 3 3 10 1 7 3 7 3 2

年度合計 14 10 27 37 16 26 16 18 8 14
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（ 3 ）日系社会青年ボランティア派遣実績

（ 4 ）日系社会シニア・ボランティア派遣実績

2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 

鳥取 

島根 1 1 1 1 1

岡山 3 1 2 1

広島 1 1 1

山口 1 1 1

年度合計 3 1 2 3 1 1 2 1 2 2
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2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 

鳥取 1

島根 1 1

岡山 1 1 1

広島 1 1 1 1

山口 1 1

年度合計 1 2 0 2 3 3 1 0 0 0
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2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 

鳥取 

島根 1 1 1 1 1

岡山 3 1 2 1

広島 1 1 1

山口 1 1 1

年度合計 3 1 2 3 1 1 2 1 2 2
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2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 

鳥取 1

島根 1 1

岡山 1 1 1

広島 1 1 1 1

山口 1 1

年度合計 1 2 0 2 3 3 1 0 0 0

0

1

2

3

4

5

0

1

2

3

4

5
（年度合計） （県別人数） 

3



（ 1 ）草の根協力支援型

国名 案件名 実施県 実施期間

パラオ パラオ共和国での学校検診実施のための技術協力 広島 2005年11月1日～2008年10月31日

インドネシア エンレンカン県酪農研修センター運営支援プロジェクト 島根 2006年4月5日～2009年3月31日

ラオス
ラオス国ルアンナムター県ナムハー地区における農林業による
村おこし

岡山 2008年7月1日～2011年5月31日

アルゼンチン
ママ・パパ・家族でできる障害児発達
アルゼンチンに障害児発達指導員を

島根 2009年4月6日～2011年3月31日

（ 2 ）草の根パートナー型

国名 案件名 実施県 実施期間

スリランカ ワウニア地区基礎保健サービス復興支援事業 岡山 2004年5月1日～2006年6月30日

ミャンマー コーカン特別地域プライマリーヘルスケアープロジェクト 岡山 2004年10月1日～2006年8月31日

中華人民共和国 岡山-上海高齢者介護教員養成センター 岡山 2005年4月15日～2008年3月31日

ザンビア ルサカ市非計画居住地区結核対策プロジェクト 岡山 2005年7月1日～2007年12月31日

カンボジア 小学校体育科指導書作成支援プロジェクト 岡山 2006年2月1日～2008年7月31日

ホンジュラス エルパライソ県母子保健向上支援事業 岡山 2007年8月10日～2010年1月31日

ザンビア カニャマ及びマケニ地区における結核・エイズ統合支援事業 岡山 2008年6月2日～2010年11月30日

カンボジア 小学校体育科教育振興プロジェクト 岡山 2009年6月25日～2012年6月24日

中華人民共和国 江西省高齢者介護教員養成事業 岡山 2009年7月1日～2012年3月31日

ホンジュラス エルパライソ県母子保健向上支援事業フェーズ2 岡山 2010年1月26日～2012年3月31日

ネパール ナワルパラシ郡4行政村における母子健康改善事業 岡山 2010年11月1日～2013年3月31日

中華人民共和国 上海医療福祉関係人材養成事業 岡山 2011年9月13日～2014年3月31日

カンボジア
カンボジア小学校体育科教育
自立的普及に向けた人材育成及び体制構築のための事業

岡山 2013年4月1日～2016年9月30日

ホンジュラス
共和国

エル・パライソ県南部3市における母と子のプライマリーヘルスケ
ア向上プロジェクト

岡山 2014年8月1日～2016年10月31日

（ 3 ）地域提案型

国名 案件名 実施県 実施期間

カンボジア カンボジア元気な学校プロジェクト 広島 2005年11月1日～2008年3月31日

中華人民共和国 威海市個別研修県境保全パートナーシップコース 山口 2006年2月20日～2008年3月31日

中華人民共和国 重慶市との環境保全交流事業 広島 2006年9月11日～2007年3月31日

中華人民共和国 日中療育技術交流事業 鳥取 2006年10月16日～2009年3月31日

中華人民共和国 寧夏回族自治区における汚泥総合利用技術の確立 島根 2007年8月20日～2010年3月31日

カンボジア カンボジアにおける小学校教員の授業能力の向上 広島 2008年10月1日～2011年3月31日

中華人民共和国 安順市における環境保全管理研修 山口 2009年8月18日～2012年3月31日

中華人民共和国
中国寧夏回族自治区農村部等での汚水処理・汚泥・家畜糞尿有
効活用

島根 2010年6月21日～2013年2月28日

実施団体名

特定非営利活動法人AMDA社会開発機構

特定非営利活動法人AMDA社会開発機構

草の根技術協力事業は、国際協力の意思をもっている日本のＮＧＯ、大学、地方自治
体及び公益法人などの団体からの提案を受け、開発途上国への国際協力活動につい
て、JICAがNGOなどの団体との共同事業として実施するものです。協力期間は、3年以
内（但し草の根パートナー型は5年度内）です。団体の規模や種類に応じ、草の根協力
支援型、草の根パートナー型、地域提案型の3種類の事業形態があります。

実施団体名

実施団体名

日本パラオ協会

三瓶スラウェシ友好促進センター

アジア農村協力ネットワーク

南米ひとねっとハポン

社会福祉法人旭川荘

特定非営利活動法人AMDA社会開発機構

特定非営利活動法人ハート・オブ・ゴールド

特定非営利活動法人AMDA社会開発機構

特定非営利活動法人AMDA社会開発機構

特定非営利活動法人ハート・オブ・ゴールド

社会福祉法人旭川荘

特定非営利活動法人AMDA社会開発機構

特定非営利活動法人AMDA社会開発機構

社会福祉法人旭川荘

特定非営利活動法人ハート・オブ・ゴールド

特定非営利活動法人AMDA社会開発機構

ひろしま平和貢献ネットワーク協議会

宇部環境国際協力協会

広島市

鳥取県立総合療育センター

島根県

ひろしま平和貢献ネットワーク協議会

宇部環境国際協力協会

島根県

 3.草の根技術協力事業実績  3.草の根技術協力事業実績（2003年～） 
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国名 案件名 実施県 実施期間実施団体名

モンゴル
モンゴル中央県・中央病院における妊産婦の健康管理向上プロ
ジェクト～妊娠高血圧症候群の「予防」「発見」「治療」の技術移転～

鳥取 2010年5月28日～2013年2月28日

カンボジア タケオ州における授業研究による教員の授業能力の向上 広島 2011年5月19日～2014年3月17日

ベトナム 医療技術支援（循環器疾患領域） 岡山 2011年11月1日～2014年3月24日

インドネシア ブンカリス県における環境改善協力 山口 2012年11月19日～2015年3月23日

ブータン ブータン王国における手すき紙の産業振興 島根 2013年8月20日～2016年3月31日

（ 4 ）地域経済活性化特別枠

国名 案件名 実施県 実施期間

中華人民共和国
中国・寧夏回族自治区における水環境改善のための流域管理
計画の構築

島根 2013年8月7日～2016年3月31日

フィリピン
フィリピン・ミンダナオのバンサモロ自治政府人材育成事業
～広島による平和構築の支援～

広島 2014年1月24日～2016年3月31日

カンボジア カンボジアにおける持続可能な社会構築のための教育改善 広島 2014年3月17日～2016年9月30日

モルディブ IT農業イノベーションによる新産業の創出 広島 2014年3月20日～2016年12月31日

ブラジル連邦共
和国

サンパウロ州小学校教員の環境教育指導力向上事業 島根 2014年8月21日～2017年2月28日

（ 5 ）地域活性化特別枠

国名 案件名 実施県 実施期間

フィリピン タルラック州カパス町における高齢者介護予防の意識向上事業 岡山 2015年3月23日～2017年3月31日

フィリピン
フィリピン・ミンダナオのバンサモロ自治政府人材育成強化事業
～平和構築支援を通じたグローバル・ヒロシマの形成～

広島 2015年12月2日～2018年11月30日

インドネシア ボゴール市における一般廃棄物処理改善事業 広島 2016年1月18日～2018年3月31日

インドネシア
典型的な熱帯泥炭地ブンカリス地区における水道水質の改善
～宇部方式の支援による環境基本計画に基づいて～

山口 2016年3月30日～2019年2月28日

2006年度

2007年度

2008年度

2009年度

2010年度

2011年度

2012年度

2013年度

2014年度

2015年度

県別合計

実施団体名

実施団体名

有限会社上野園芸

鳥取県立中央病院

ひろしま平和貢献
ネットワーク協議会

岡山大学病院心臓血管外科、
岡山市

公益財団法人 しまね国際センター

社会福祉法人 ももたろう会

国立大学法人 広島大学

ひろしま環境ビジネス
推進協議会

宇部環境国際協力協会

宇部環境国際協力協会

石州和紙協同組合

島根県

国立大学法人広島大学

ひろしま平和貢献ネットワーク協議会

鳥取 

(6件) 

6% 
島根 

(19件) 

19% 

岡山 

(45件) 

44% 

広島 

(23件) 

22% 

山口 

(9件) 

9% 

※実施期間が１年を超えるものは 
  年度ごとに件数をカウントしています。 

2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 

鳥取 (6件) 1 1 1 1 1 1

島根 (19件) 1 2 2 2 2 1 1 2 3 3

岡山 (45件) 5 4 4 6 6 7 4 3 3 3

広島 (23件) 3 2 2 1 1 1 1 4 3 5

山口 (9件) 1 1 1 1 1 1 1 1 1

合計 (102件) 11 10 9 10 11 11 8 10 10 12

0

3

6

9

12

15

0

2

4

6

8

（年度合計） （県別件数） 
10年間の総合計の内訳 
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（ 1 ）基礎調査

国名 案件名 実施県 実施期間

ペルー 日本の天然資源を活用した水質浄化事業調査 島根 2013年12月～2014年10月

（ 2 ）案件化調査

国名 案件名 実施県 実施期間

インドネシア 防災・環境保全及び環境再生技術の展開・普及可能性調査 山口 2012年10月～2013年2月

ソロモン諸島等
ソロモン諸島及びその他太平洋諸島における環境配慮型トイレ導入
調査

鳥取 2012年12月～2013年3月

フィリピン 地域分散型バイオエタノール製造システム普及案件化調査 島根 2013年8月～2014年3月

インドネシア 産業インフラ設備検査技術改善・向上を目的としたODA案件化調査 広島 2013年9月～2014年3月

ベトナム 医療の質を高める地域医療情報ネットワークシステム案件化調査 島根 2013年10月～2013年12月

ミャンマー
イラワジ川流域における低吃水軽量台船を活用した農産物及び関
連資材輸送システムの案件化調査

広島 2013年10月～2014年3月

タンザニア もみ殻を原料とした固形燃料製造装置の導入案件化調査 広島 2013年11月～2014年3月

ラオス ラオス国における効率的な炭製造方法の普及に関する案件化調査 島根 2014年10月～2015年9月

ベトナム
軟弱地盤地域におけるTNF工法（地盤改良型直接基礎構造）適応の
案件化調査

広島 2015年6月～2016年７月

インド 高濃度酸素水供給装置によるダム湖の水源機能再生案件化調査 島根 2015年5月～2016年5月

フィリピン
ウニの陸上完全養殖・加工システムの事業展開に関する案件化調
査

島根 2015年10月～2016年5月

スーダン
小規模組合方式によるタマネギ乾燥加工技術導入を通じた小農生
産者組合の収入向上案件化調査

岡山 2015年10月～2016年8月

メキシコ 重化学工業分野の省エネに関する案件化調査 広島 2015年11月～2016年7月

インドネシア
水道インフラ管理システムの高度化を通じた水道運営改善案件化調
査

広島 2015年9月～2016年7月

インド
コチ市の廃棄物処分場におけるコンポスト製造高速化技術導入案
件化調査

鳥取 2015年9月～2016年9月

（ 3 ）普及・実証事業

国名 案件名 実施県 実施期間

インドネシア 防災・環境保全及び環境再生技術の普及・実証事業 山口 2013年9月～2016年2月

南アフリカ共和国
持続的廃棄物管理に向けた廃プラスチック燃化技術の普及・実証事
業

広島 2014年3月～2015年12月

タンザニア もみ殻を原料とした固形燃料製造装置の普及・実証事業 広島 2014年9月～2017年1月

インドネシア 産業インフラ設備検査技術改善・向上の普及・実証事業 広島 2015年1月～2017年5月

ミャンマー イラワジ川流域における低吃水軽量台船の普及・実証事業 広島 2015年2月～2016年9月

ベトナム
医療の質を高める地域医療情報ネットワークシステム普及・実証事
業

島根 2015年2月～2016年9月

モロッコ 乾燥地節水型農業技術普及・実証事業 鳥取 2015年6月～2017年11月

実施団体名

株式会社貝援隊（出雲市）

大紀産業株式会社（岡山市）

ＡＤＡＰＴＥＸ株式会社(東広島市）

株式会社パイプデザイン(広島市）

三光株式会社(境港市）

実施団体名

(株)テクノプロジェクト　(松江市）

SAマリン有限会社（福山市）

(株)トロムソ（尾道市）

(株)テクノプロジェクト　(松江市）

(株)ネオナイト　（松江市）

(株)CFP（福山市）

(株)トロムソ（尾道市）

株式会社鳥取再資源
化研究所（東伯郡）

有限会社山本粉炭工業（益田市）

中外テクノス(株)（広島市）

SAマリン有限会社（福山市）

(株)タケウチ建設（三原市）

松江土建株式会社（松江市）

JICAは、中小企業の優れた製品や技術を途上国の開発に活用することで、途上国の開
発課題の解決と、日本の国内経済の活性化を目指しています。途上国の開発ニーズと日
本の中小企業の優れたマッチングを行ないます。
中小企業が持つ優れた技術と商材、事業アイデアを途上国の社会経済開発に活かすた
め、当該国の進出に向けた調査をサポートする「基礎調査」、製品・技術を途上国の開発
へ活用する可能性を検討することを目的とした「案件化調査」、途上国の社会経済の課題
解決に有効に活用し得る製品・技術を、当該国での実証活動を通じ、その普及方法を検
討する「普及・実証事業」など、中小企業の海外展開の準備段階に応じ、多数の支援メ
ニューを取り揃えています。
※一部中小企業に限定されない本邦登記法人を対象としたメニューがあります

実施団体名

多機能フィルター(株)（下松市）

大成工業(株)（米子市）

(株)IBコンサルタント（松江市）

中外テクノス(株)（広島市）

多機能フィルター(株)（下松市）

 3.草の根技術協力事業実績 4.民間連携事業実績 
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（ 4 ）BOP協力準備調査

国名 案件名 実施県 実施期間

バングラデシュ ソフトシェルクラブ生産による住民生計向上事業準備調査 岡山 2015年5月～2017年3月

　

2012年度

2013年度

2014年度

2015年度

県別合計

玉野を元気にするぞ株式会社（玉野市）

実施団体名

鳥取 

(4件) 

12% 

島根 

(8件) 

24% 

岡山 

(2件) 

6% 

広島 

(15件) 

46% 

山口 

(4件) 

12% 

※実施期間が１年を超えるものは 
  年度ごとに件数をカウントしています。 

2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 

鳥取 (4件) 1 3

島根 (8件) 3 3 2

岡山 (2件) 2

広島 (15件) 4 4 7

山口 (4件) 1 1 1 1

合計 (33件) 2 8 8 15

0

3

6

9

12

15

18

0

2

4

6

8

（年度合計） （県別件数） 
3年間の総合計の内訳 
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開発教育支援事業では、「世界をもっと知りたい！」「私にも出来る国際協力って？」「途
上国ってどんなところ？」など、児童・生徒や教育現場で働く人に世界の問題や国際協力
について知り、考えるためのプログラムを多数用意。まずは自分の身の回りから、世界と
のつながりを感じてみましょう。

●国際協力出前講座　　　　　　　●JICA中国施設訪問「国際理解教室」
●研修員の学校訪問　　　　　　　●高校生国際協力体験プログラム
●教師海外研修　　　　　　　　　　●国際教育研修会
●中学生・高校生国際協力エッセイコンテスト
●グローバル教育コンクールなど

（ 1 ）国際協力出前講座

2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 

鳥取 703 1,602 1,850 1,930 1,042 678 1,079 4,728 5,819 1,254

島根 1,455 1,293 1,454 1,620 1,384 770 1,175 1,387 1,414 1,574

岡山 4,311 4,420 5,145 5,368 3,594 2,115 2,796 3,829 2,307 3,769

広島 6,411 7,827 6,274 6,139 4,650 5,276 6,172 6,499 6,602 8,188

山口 1,944 4,239 2,526 2,860 3,992 2,248 1,991 2,043 4,065 2,200

その他 4

0

2,500

5,000

7,500

10,000
（人数） 

参加者数（県別） 

鳥取 

13% 

島根 

8% 

岡山 

23% 
広島 

39% 

山口 

17% 

5．開発教育支援・市民参加協力推進事業実績 

2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 

参加者数 14,824 19,381 17,249 17,917 14,666 11,087 13,213 18,486 20,207 16,985

件数 170 204 201 200 194 148 181 194 195 187

0

50

100

150

200

250

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000
（件数） （参加者数） 

2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 

大学・専門学校生 1,032 1,306 1,076 1,035 1,139 2,062 1,567 1,495 1,719 2,517

高校生 4,230 6,215 6,522 5,829 5,005 3,512 4,148 5,535 5,163 5,881

中学生 4,735 5,983 3,996 6,082 3,973 2,173 3,000 3,709 4,450 4,222

小学生 2,913 3,326 3,970 3,432 2,572 2,154 2,587 2,970 2,522 2,412

その他 1,914 2,551 1,685 1,539 1,977 1,186 1,911 4,777 6,353 1,953

0

2,500

5,000

7,500
（人数） 

参加者数（対象別） 

大学・

専門学

校生 

8% 

高校生 

32% 

中学生 

26% 

小学生 

17% 

その他 

16% 

164,015 

147,030 

10年間の対象者別の内訳 

10年間の県別の内訳 
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（ 2 ）国際教育研修会（旧称：国際理解教育研修会）

（ 3 ）中学生・高校生エッセイコンテスト

2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 

鳥取 20 11 12 3 4 1 1 2 31 0

島根 12 7 6 3 2 2 3 27 2 5

岡山 25 15 18 16 6 6 8 2 3 14

広島 58 53 62 34 62 51 82 43 40 53

山口 16 21 31 35 8 11 11 7 14 14

その他 1 5 3

年度合計 131 107 129 91 82 71 106 81 95 89

0

20

40

60

80

100

120

140

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90
（年度合計） （県別人数） 

2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 

鳥取 10 5 10 3 1 38 34 37 43

島根 21 1 50 57 44 173 2 10 31

岡山 273 136 536 691 857 779 959 1,053 490 888

広島 210 444 460 445 317 389 354 629 1,276 911

山口 102 47 104 29 21 43 67 47 158 35

年度合計 616 633 1,160 1,222 1,242 1,212 1,591 1,765 1,971 1,908

0

400

800

1,200

1,600

2,000

2,400

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

（年度合計） （県別人数） 
応募者数（高校生） 

2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 

鳥取 52 103 437 230 144 73 200 366 121 53

島根 107 177 324 350 285 107 92 43 28 37

岡山 316 751 638 1,372 1,252 1,502 1,242 1,035 860 980

広島 1,401 1,263 2,291 2,541 1,810 1,864 2,077 3,156 2,146 2,188

山口 246 402 633 561 472 394 481 391 253 211

年度合計 2,122 2,696 4,323 5,054 3,963 3,940 4,092 4,991 3,408 3,469

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

（年度合計） （県別人数） 
応募者数（中学生） 

※2012年度のみ、年2回実施 
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合計  520名

（1）課題別研修

ＮＯ コース名 人数 受入国名 受入期間 主な実施機関 研修委託先

1
漁業者組織を核とした地域水産業の持
続的発展に寄与する政策立案（水産振
興計画）能力の育成強化

6
ﾀｲ､ﾓﾙﾃﾞｨﾌﾞ(2)､ﾓｰﾘﾀﾆｱ､ｺｰﾄｼﾞﾎﾞﾜｰﾙ
(2)

2015年3月30日～
　　2015年6月9日

水産大学校 水産大学校

2
ガスタービン・石炭火力発電のメンテナ
ンス技術向上　（Ａ）

10
ﾐｬﾝﾏｰ､ﾓﾝｺﾞﾙ(2)､ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ､ﾊﾟｷｽﾀﾝ､
ｶﾞｰﾅ(2)､ﾅｲｼﾞｪﾘｱ､ ﾀﾝｻﾞﾆｱ､ﾁｭﾆｼﾞｱ

2015年5月6日～
　　　2015年7月3日

海外電力調査会、PET 海外電力調査会

3
紛争影響国におけるガバナンス能力強
化

9
ﾌｨﾘﾋﾟﾝ(2)､ﾈﾊﾟｰﾙ､ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ､ｽｰﾀﾞﾝ
(2)､ｳｶﾞﾝﾀﾞ､ｺｰﾄｼﾞﾎﾞﾜｰﾙ､南ｽｰﾀﾞﾝ

2015年5月26日～
　　　2015年6月13日

日本政治総合研究所他 JICA直営

4 中小企業振興政策（C） 13
ﾓﾝｺﾞﾙ(2)､ｱﾙﾊﾞﾆｱ､ｾﾙﾋﾞｱ､ﾏｹﾄﾞﾆｱ旧
ﾕｰｺﾞｽﾗﾋﾞｱ共和国(2)､ｱﾙﾒﾆｱ､ﾓﾝﾃﾈｸﾞ
ﾛ､ﾓﾙﾄﾞﾊﾞ(2)､ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ(2)､ｼﾞｮｰｼﾞｱ

2015年5月20日～
　　2015年7月3日

県立広島大学 （公財）ひろしま国際センター

5
サブサハラ・アフリカ・初等理数科教授
法の改善と学力評価法

10
ｻﾞﾝﾋﾞｱ(2)､ｴﾁｵﾋﾟｱ(2)､ｹﾆｱ(2)､ｶﾞｰﾅ､ﾅﾐ
ﾋﾞｱ､ｼﾞﾝﾊﾞﾌﾞｴ ｱﾝｺﾞﾗ

2015年6月1日～
2015年7月31日

岡山大学大学院教育学研究科 岡山大学

6
平和教育ー相互理解の促進をとおし
てー

9
ｽｰﾀﾞﾝ(2)､ﾌｨﾘﾋﾟﾝ(2)､ﾌﾞﾙﾝｼﾞ､ﾈﾊﾟｰﾙ(2)､ｳｶﾞ
ﾝﾀﾞ､ｺｰﾄｼﾞﾎﾞﾜｰﾙ

2015年6月30日～
2015年8月7日

広島県、広島大学 （公財）ひろしま国際センター

7 都市上水道維持管理（給・配水）(B) 10
ﾅｲｼﾞｪﾘｱ(2)､ﾀﾝｻﾞﾆｱ､ｲﾗｸ(2)､ｽﾘﾗﾝｶ､ｱ
ﾙﾊﾞﾆｱ､ｺﾝｺﾞ民主共和国､ﾏﾗｳｲ(2)

2015年6月29日～
2015年8月11日

広島市水道局 広島市水道局

8 省エネルギー政策立案(B) 9
ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ(2)､ﾌﾞﾗｼﾞﾙ､ｺｽﾀﾘｶ､ﾄﾞﾐﾆｶ共和
国､ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ(2)､ﾍﾟﾙｰ(2)

2015年7月15日～
2015年8月22日

広島大学大学院国際協力研究科
広島大学大学院工学研究科
中国経済産業局、広島県

（公財）ひろしま国際センター

9
官民連携による地域観光マーケティン
グ（Ｂ）

11
ｺﾛﾝﾋﾞｱ(2)､ﾄﾞﾐﾆｶ､ﾄﾞﾐﾆｶ共和国､ｴﾁｵﾋﾟ
ｱ､ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ､ﾊﾟｷｽﾀﾝ(2)､ﾊﾟﾚｽﾁﾅ(2)､ｻﾓ
ｱ

2015年7月23日～
2015年9月15日

山口大学等 （公財）ひろしま国際センター

10
乾燥地における持続的農業のための
土地・水資源の適正管理

10
ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ､ﾌﾞﾙｷﾅﾌｧｿ(2)､ｲﾗｸ(2)､ﾆ
ｼﾞｪｰﾙ(2)､ﾊﾟﾚｽﾁﾅ､ｿﾏﾘｱ､ｽｰﾀﾞﾝ

2015年8月2日～
2015年12月25日

（本邦研修：
11月18日まで）

鳥取大学 鳥取大学

11
ガスタービン・石炭火力発電のメンテナ
ンス技術向上　（B）

7
ｴｼﾞﾌﾟﾄ(2)､ﾓﾛｯｺ､ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ､ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ､ｲ
ﾗｸ(2)

2015年8月19日～
2015年10月17日

海外電力調査会、PET 海外電力調査会

12
アジア地域授業研究による教育の質
的向上

14
ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ(2)､ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ(2)､ﾗｵｽ(3)､ﾓﾝ
ｺﾞﾙ(2)､ﾐｬﾝﾏｰ(3)､ﾈﾊﾟｰﾙ(2)

2015年8月26日～
2015年9月27日

(本邦研修：
9月19日まで）

広島大学・岡山大学・
インドネシア教育大学

JICA直営

13 排水処理技術 9
ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ､ﾎﾞﾘﾋﾞｱ(2)､ｺｽﾀﾘｶ､ｴｸｱﾄﾞﾙ､ｸﾞ
ｱﾃﾏﾗ､ﾊﾟﾅﾏ(2)､ﾍﾟﾙｰ

2015年9月2日～
2015年10月31日

東広島市 （公財）ひろしま国際センター

14 海上保安政策プログラム 8
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ(2)､ﾏﾚｰｼｱ(2)､ﾌｨﾘﾋﾟﾝ(2)､ﾍﾞﾄﾅ
ﾑ(2)

2015年9月28日～
2016年9月16日

海上保安庁、政策研究大学院大学 JICA直営

15
教育政策策定及び効果の分析に係る
能力開発

21
ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ(3)､ｶﾞｰﾅ(2)､ｹﾆｱ(2)､ﾏﾗｳｲ
(2)､ﾐｬﾝﾏｰ(3)､ﾈﾊﾟｰﾙ(2)､ﾊﾟﾌﾟｱﾆｭｰｷﾞﾆ
ｱ(2)､ﾙﾜﾝﾀﾞ(1)､南ｱﾌﾘｶ(2)､ﾊﾞﾇｱﾂ(2)

2015年10月27日～
2015年12月4日

（本邦研修：
11月27日まで）

広島大学CICE 広島大学

16 道路維持管理（Ｄ） 17
ﾌﾞﾗｼﾞﾙ､ｺﾝｺﾞ民(2)､ｼﾞﾌﾞﾁ､ﾘﾍﾞﾘｱ(2)､ﾏﾗｳ
ｲ(2)､ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ､ﾙﾜﾝﾀﾞ(2)､ｾﾈｶﾞﾙ､南ｽｰ
ﾀﾞﾝ､ﾄｰｺﾞ､ｻﾞﾝﾋﾞｱ､ｼﾞﾝﾊﾞﾌﾞｴ(2)

2015年11月3日～
2015年12月12日

国交省中国地方整備局、
広島県、阪神高速道路(株)等

（公財）ひろしま国際センター

17 アフリカ地域（英語圏）INSET運営管理 14
ｴﾁｵﾋﾟｱ(2)､ｶﾞｰﾅ(2)､ｹﾆｱ(2)､ﾏﾗｳｨ(2)､ﾙ
ﾜﾝﾀﾞ､ﾀﾝｻﾞﾆｱ､ｳｶﾞﾝﾀﾞ(2)､ｻﾞﾝﾋﾞｱ(2)

2015年11月13日～
2015年12月19日

広島大学等 （公財）ひろしま国際センター

18
アフリカ地域 教師教育（基礎教育分
野）（Ａ）

13
ﾍﾞﾅﾝ(2)､ﾌﾞﾙｷﾅﾌｧｿ(3)､ｺﾓﾛ(2)､ﾏﾀﾞｶﾞｽｶ
ﾙ(3)､ﾏﾘ(2)､ﾆｼﾞｪｰﾙ(1)

2015年1月18日～
2015年2月24日

広島大学 （公財）ひろしま国際センター

19 中小企業振興政策（D） 12
ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ(3)､ﾁﾘ(3)､ｴｸｱﾄﾞﾙ(2)､ﾒｷｼｺ
(1)､ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ(1)､ﾍﾟﾙｰ(2)

2016年1月19日～
2016年2月25日

（公財）ひろしま国際センター （公財）ひろしま国際センター

課題別研修　小計 212

（2）国別研修

ＮＯ コース名 人数 受入国名 受入期間 主な実施機関 研修委託先

1 地方行政研修 7 コートジボワール
2015年7月5日～
2015年7月18日

岡山県、東広島市等
オリエンタルコンサルタンツグローバ
ル

2 アクアポニックス・システム開発 5 メキシコ
2015年7月15日～
2015年8月29日

鳥取大学

3 有機農業実践技術 6 ラオス
2015年8月23日～

2015年9月6日
岡山県新庄村　他 JICA直営

4
2015アフガンPEACEカウンターパート
研修

16 アフガニスタン
2015年9月10日～
2015年9月17日

JICA直営

5 工科教育・研究改善 1 ミャンマー
2015年9月30日～
2015年11月7日

岡山大学 岡山大学

6
初等中等学校における教材研究手法2
（理科）

9 ザンビア
2015年10月1日～
2015年10月24日

広島大学 広島大学

7 2015短期研修岡山大学救急科① 2 ミャンマー
2015年11月1日～
2016年1月16日

岡山大学 岡山大学

8 環境・水管理エンジニアリング 7 イラク
2015年8月28日～
2015年9月19日

広島市水道局 広島市水道局

  第2部　2015年度 事業実績・参考資料

2015年度　研修員受入実績
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ＮＯ コース名 人数 受入国名 受入期間 主な実施機関 研修委託先

9
パームバイオマスの水熱前処理
/酵素糖化技術

2 マレーシア
2015年8月31日～
2015年10月31日

産業技術総合研究所 産業技術総合研究所

10 地方行政 18 バングラデシュ
2015年9月6日～
2015年9月17日

山口大学 山口大学

11
教員養成機関におけるカリキュラム開
発

12 マラウイ
2015年9月23日～
2015年10月17日

広島大学 広島大学

12 分子生物学・遺伝子工学研修 1 ケニア
2015年10月4日～
2015年12月4日

岡山大学 岡山大学

13 植物栄養・栽培イノベーション研修 1 ケニア
2015年10月4日～
2015年12月4日

岡山大学 岡山大学

14 バイオマス研究 3 ボツワナ
2015年11月11日～
2015年11月25日

鳥取大学 鳥取大学

15 ものつくり機械工学イノベーション研修 1 ケニア
2015年9月30日～
2015年10月30日

鳥取大学 鳥取大学

16
海上保安実務能力及び教育訓練制度
向上プロジェクト

4 マレーシア
2016年2月25日～

2016年3月5日
海上保安庁 ＪＩＣＡ直営

17 火力発電（ガスタービン）維持管理研修 13 ウズベキスタン
2016年2月15日～

2016年4月7日
海外電力調査会、PET 海外電力調査会

18 ストランド鉄道電化事業研修 10 ミャンマー
2016年3月14日～
2016年4月13日

広島電鉄 ＪＩＣＡ直営

19 講師候補向けCCPP研修 5 ウズベキスタン
2016年3月30日～
2016年4月29日

アジア共同設計/日本工営/中国電力
/PET

PET

国別研修　小計 123

（3）青年研修

ＮＯ コース名 人数 受入国名 受入期間 主な実施機関 研修委託先

1 アフリカ（英語）／職業訓練教育コース 16
ｴｼﾞﾌﾟﾄ(2)､ｶﾞｰﾅ(5)､ﾏﾗｳｨ(2)､ﾅﾐﾋﾞｱ､南
ｽｰﾀﾞﾝ､ｽｰﾀﾞﾝ(2)､ﾀﾝｻﾞﾆｱ(2)､ｳｶﾞﾝﾀﾞ

2015年10月12日～
2015年10月29日

島根県地域国際交流協会連合会 島根県地域国際交流協会連合会

2
フィリピン/地域における中小企業振興
コース

18 フィリピン
2015年11月4日～
2015年11月22日

世界青年徳山友の会 世界青年徳山友の会

3 インドネシア／都市環境管理 12 インドネシア
2015年11月23日～
2015年12月10日

宇部環境国際協力協会 宇部環境国際協力協会

4
中央アジア・コーカサス混成/経済行政
（産業振興）

18
ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ(7)､ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ(6)､ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ
(5)

2015年11月25日～
2015年12月12日

青年海外協力協会 青年海外協力協会

5 地方行政 13 マレーシア
2016年1月31日～
2016年2月18日

津山と世界を結ぶ会 津山と世界を結ぶ会

6 戦後復興と平和構築 11 イラク
2016年2月1日～
2016年2月18日

(公財)ひろしま国際センター (公財)ひろしま国際センター

青年研修　小計 88

（4）長期研修

ＮＯ コース名 人数 受入国名 受入期間 主な実施機関 研修委託先

1 インドネシア気候変動対応 2 インドネシア
2012年3月21日～
2015年9月30日

広島大学大学院国際協力研究科

2 ＰＥＡＣＥ　２０１２・社・山口大学 1 アフガニスタン
2012年9月29日～
2015年9月30日

山口大学経済学研究科

3
国別研修（長期）ＰＥＡＣＥ　２０１３・農・
島根大学生物資源科学研究科

1 アフガニスタン
2013年9月23日～
2015年9月30日

島根大学生物資源科学研究科

4
2013・農・工・社・広島大学大学院国際
協力研究科

5 アフガニスタン
2013年9月25日～
2016年9月30日

広島大学大学院国際協力研究科農
学・工学・社会科学

5
国別研修（長期）ＰＥＡＣＥ　２０１３・社・
山口大学経済学研究科

4 アフガニスタン
2013年9月23日～
2016年9月30日

山口大学経済学研究科

6
PEACE・2014・農工社・広島大学国際
協力研究科

4 アフガニスタン
2014年9月24日～
2017年9月30日

広島大学

7
地すべりの発生と挙動に及ぼす大雨
の影響評価

1 ベトナム
2013年9月26日～
2015年9月30日

島根大学大学院総合理工学研究科
地球資源環境学

8 理数科教員資質向上 2 ルワンダ
2014年3月12日～
2016年3月31日

広島大学

9
PEACE・農・広島大学生物圏科学研究
科(第３バッチ博士課程)

1 アフガニスタン
2014年4月9日～
2017年3月31日

広島大学

10
岡山大学自然科学研究科・博士課程
（ミャンマー）

2 ミャンマー
2014年4月6日～
2017年3月31日

岡山大学

11 ABE2014・第1バッチ・鳥取大学 3 ｴﾁｵﾋﾟｱ､ｽｰﾀﾞﾝ､ﾀﾝｻﾞﾆｱ
2014年9月15日～
2017年9月30日

鳥取大学

12 ABE2014・第1バッチ・岡山大学 2 ケニア
2014年9月15日～
2017年9月30日

岡山大学

11



ＮＯ コース名 人数 受入国名 受入期間 主な実施機関 研修委託先

13 ABE2014・第1バッチ・山口大学 1 ケニア
2014年9月7日～
2017年9月30日

山口大学経済学研究科

14 ABE2014・第1バッチ・広島大学 3 ｹﾆｱ､ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ､南ｱﾌﾘｶ
2014年9月15日～
2017年9月30日

広島大学

15 ABE2014・第1バッチ・島根大学 3 ｹﾆｱ､ﾀﾝｻﾞﾆｱ(2)
2014年9月15日～
2017年9月30日

島根大学

16
PEACE・2014・社会科学・山口大学経
済学研究科

2 アフガニスタン
2014年9月10日～
2017年9月30日

山口大学経済学研究科

17
PEACE・2014・農学・島根大学生物資
源科学研究科

2 アフガニスタン
2014年9月24日～
2017年9月30日

島根大学生物資源科学研究科

18
岡山大学自然科学研究科・博士課程
（ミャンマー）

3 ミャンマー
2014年9月25日～
2017年9月30日

岡山大学

19 教育行政 3 ルワンダ
2015年3月1日～
2017年3月31日

広島大学大学院国際協力研究科

20
岡山大学大学院自然科学研究科・博
士課程（ミャンマー）

4 ミャンマー
2015年3月23日～
2018年3月31日

岡山大学

21 工学系ものづくり研究 1 ケニア
2015年3月29日～
2018年3月31日

鳥取大学

22
「医科大学教員」岡山大学医歯学総合
研究科（細胞生理学）

1 ミャンマー
2015年4月7日～
2019年3月31日

岡山大学

23
「医科大学教員」岡山大学医歯学総合
研究科（薬理学）

1 ミャンマー
2015年4月7日～
2019年3月31日

岡山大学

24
PEACE・農・広島大学生物圏科学研究
科(第４バッチ博士過程）

3 アフガニスタン
2015年4月15日～
2018年3月31日

広島大学大学院国際協力研究科

25 ABE2015・第2バッチ・山口大学 1 タンザニア
2015年9月6日～
2018年9月30日

山口大学

26 ABE2015・第2バッチ・島根大学 4 ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ､ﾅｲｼﾞｪﾘｱ､ﾀﾝｻﾞﾆｱ(2)
2015年9月6日～
2018年9月30日

島根大学

27
PEACE・2015・農・島根大学生物資源
科学研究科

4 アフガニスタン
2015年9月23日～
2018年9月30日

島根大学

28
PEACE・2015・社会科学・山口大学経
済学研究科

2 アフガニスタン
2015年9月23日～
2018年9月30日

山口大学

29 ABE2015・第2バッチ・広島大学 5
ｺｰﾄｼﾞﾎﾞﾜｰﾙ､ｱﾙｼﾞｪﾘｱ､ｴﾁｵﾋﾟｱ､ﾏﾗｳｲ､
南ｱﾌﾘｶ

2015年9月6日～
2018年9月30日

広島大学

30 ABE2015・第2バッチ・鳥取大学 3 ｹﾆｱ､ﾅｲｼﾞｪﾘｱ､ｽｰﾀﾞﾝ
2015年9月6日～
2018年9月30日

鳥取大学

31
PEACE・2015・農工社
広島大学国際協力研究科
(第5バッチ修士課程）

8 アフガニスタン
2015年9月23日～
2018年9月30日

広島大学

32 教育行政 5 ルワンダ
2016年3月26日～
2018年3月31日

広島大学

33
農業セクター中核人材育成
岡山大学（修士課程）

2 ミャンマー
2016年3月27日～
2018年3月31日

岡山大学

34
農業セクター中核人材育成
島根大学（修士課程）

3 ミャンマー
2016年3月27日～
2018年3月31日

島根大学

35
JKUAT/PAU・植物病理学/動物栄養
学・岡山大学（博士課程）

2 ケニア
2016年3月27日～
2019年3月31日

岡山大学

長期研修　小計 94

（5）日系研修

ＮＯ コース名 人数 受入国名 受入期間 主な実施機関 研修委託先

1
和牛等の高品質家畜生産のための効
率的・効果的な生産、繁殖、健康管理

1 ブラジル
2015年5月10日～
2016年2月26日

山口大学共同獣医学部 山口大学

2
ものづくり産業におけるデザイン知識
及びデザイン会社経営スキルの習得

1 ブラジル
2015年8月30日～
2015年12月1日

島根県立東部高等技術校、
島根デザイン専門学校等

島根県

3
理学療法（作業療法）による機能回復
訓練

1 ブラジル
2015年10月4日～
2015年12月1日

広島県立障害者リハビリテーションセ
ンター

（公財）ひろしま国際センター

日系研修　小計 3
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（ 1 ）青年海外協力隊新規派遣実績

長期 合計  40名

県名 派遣国 職種 県名 派遣国 職種

サモア 小学校教育 エクアドル 野球

モルディブ 小学校教育 エルサルバドル 小学校教育

セネガル 看護師 カンボジア 体育

キルギス 青少年活動 マラウイ 障害児・者支援

チリ 歯科衛生士 スリランカ 幼児教育

ラオス 青少年活動 スリランカ 高齢者介護

ベナン 野菜栽培 セネガル コミュニティ開発

東ティモール コミュニティ開発 ヨルダン 陶磁器

ヨルダン 青少年活動 ベナン 小学校教育

ナミビア 土木 インド 青少年活動

パラグアイ 小学校教育 モザンビーク 薬剤師

エルサルバドル 青少年活動 モルディブ 小学校教育

マラウイ 言語聴覚士 タンザニア 数学教育

モンゴル バレーボール ガーナ 行政サービス

キルギス 青少年活動 ヨルダン 理学療法士

ケニア 環境教育 ガーナ 障害児・者支援

ホンジュラス 助産師 パプアニューギニア コンピュータ技術

パラグアイ 家畜飼育 ボリビア 青少年活動

モンゴル 観光

キルギス 青少年活動

ザンビア 番組制作

（ 2 ）シニア海外ボランティア新規派遣実績

長期 合計  10名 短期 合計  3名

県名 派遣国 職種 県名 派遣国 職種

パナマ 船舶機関 トンガ 珠算

ネパール 農業協同組合 ペルー 野球

サモア 養殖 ドミニカ共和国 日系日本語学校教師

スリランカ 養蜂 鳥取 ペルー 障害児・者支援

サモア 獣医・衛生

ソロモン 障害児・者支援 （ 3 ）日系社会青年ボランティア新規派遣実績

コロンビア 観光 合計  2名

タイ 工作機械 県名 派遣国 職種

ウルグアイ 柔道 鳥取 ブラジル 日系日本語学校教師

サモア 船舶機関 岡山 ブラジル 日系日本語学校教師

2015年度　JICAボランティア新規派遣実績

広島
3名

岡山
5名

岡山
9名

鳥取
3名

島根
1名

モンゴル 青少年活動

山口
9名

山口
2名

広島
18名

広島
3名
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参加者総数：56290名

実施回数：　　　9件

県名 市町村 事業名 実施日 会場 共催 後援

おかやまフェアトレードデー！ 5月16日 岡山国際交流センター （一財）岡山県国際交流協会 岡山県教育委員会

もんげー岡山の国際協力！ 10月31日 岡山国際交流センター ― ―

酒まつり「みだればやし」 10月10日 西条駅周辺 ― ―

広島中央サイエンスパーク
施設公開2015

8月26日 ひろしま国際プラザ ― ―

東広島市
生涯学習フェスティバル

11月7・8日 東広島運動公園 ― ―

サンフレッチェ広島スタジアムイ
ベント

10月3日 エディオンスタジアム広島 (株)サンフレッチェ広島 ―

国際交流・協力の日 11月15日

広島国際会議場、
平和大通り緑地帯
（国際会議場南側）、
平和記念公園

「国際交流・協力の日」実行
委員会、
（財）ひろしま国際センター、
広島市、
（公財）広島平和文化センター、
広島国際会議場

広島県、
広島県教育委員会、
広島市教育委員会、
広島県PTA連合会、
広島市PTA協議会、
広島県高等学校PTA連合会、
広島県私立中学高等学校教
育後援会、
中国新聞社、
中国放送、
広島テレビ、
広島ホームテレビ、
テレビ新広島、
広島エフエム放送

世界平和デー 9月21日
MAZDAZoom-Zoomスタジ
アム

(株)広島東洋カープ、
国連訓練調査研究所（UNITAR）

―

東
京
都

協力隊員が伝えるヒロシマ・
ナガサキ

7月26日～
8月15日

JICA地球ひろば ―
広島市、
（公財）広島平和文化センター

広
島
県

2015年度 市民参加協力事業（連携事業）実績

東広島市

岡
山
県

岡山市
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テーマ：   ：「『私』からつながる世界－ワークショップで考えよう　自分と世界のつながり－」

実施日：   6月28日（日）

会　場：   JICA中国

参加者：   44名

鳥取 島根 岡山 広島 山口 その他 合計

0 3 6 27 7 1 44

テーマ：   「伝える」から「共に考える」へ

実施日：   1月30日（土）

会　場：   JICA中国

参加者：   45名

鳥取 島根 岡山 広島 山口 その他 合計

0 2 8 26 7 2 45

2015年度 国際理解教育研修会

国際理解教育研修会（第1回）

国際理解教育研修会（第2回）
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応募者数：　17 名

派遣教師：　8 名

国内事前研修 海外研修期間 国内事後研修 派遣国 県名 学校名

島根県 浜田市立三隅小学校

岡山県 清心中学校・清心女子高等学校

岡山県 岡山市立岡山後楽館高等学校

岡山県 岡山県立津山高等学校

岡山県 岡山県共生高等学校

広島県 廿日市市立大野東小学校

広島県 広島県立尾道特別支援学校

山口県 萩市立紫福小学校

2015年度 教師海外研修実績

6月27日～
6月28日

8月9日～
8月19日

【第1回】　9月5日～6日

【第2回】　1月30日
 （第2回国際理解教育研修会）

ラオス（8名）
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県名 連携先 実施時期 主な連携内容

鳥取県教育委員会 開発教育支援事業にかかる後援名義習得

鳥取県高等学校国際教育研究協議会 7月9日 国際理解教育講座（14名参加）への講師派遣

鳥取県退職校長会東部支部 11月21日 国際理解教育講座（150名参加）への講師派遣

鳥取市教育委員会生涯学習・スポーツ課 7月6日 「鳥取市民大学」（40名参加）への講師派遣

鳥取市教育委員会生涯学習・スポーツ課 7月14日 「鳥取市民大学」（40名参加）への講師派遣

鳥取県教育委員会高校教育課 SGH校（鳥取西高校）運営委員への鳥取県推進員の就任

島根県教育委員会 開発教育支援事業にかかる後援名義習得

島根県教育委員会高校教育課 SGH校（出雲高校）関連講座（述べ240名受講）への講師派遣

岡山県教育委員会 開発教育支援事業にかかる後援名義習得

倉敷教育センター 8月6日 フォローアップ（2年目）研修（27名参加）への講師派遣

岡山県総合教育センター 8月19日
初任者研修課題別研修・国際教育（高等学校）（9名参加）への講師
派遣

岡山県総合教育センター 8月17日
初任者研修課題別研修・国際教育（小・中学校）（10名参加）への講
師派遣

備前市教育委員会 8月5日 「人権教育セミナー」（57名参加）への講師派遣

広島県教育委員会 開発教育支援事業にかかる後援名義習得

広島市教育委員会 開発教育支援事業にかかる後援名義習得

広島県教育センター 8月4日・5日 専門研修講座「国際教育」

広島県国際理解教育研究協議会 8月19日 国際理解教育研究大会

広島県教育委員会高校教育課 SGH校（広島高校）運営委員への市民課課長の就任

広島県教育委員会義務教育課 9月
JICA教師海外研修行政コースへのESD担当指導主事の参加（スリラ
ンカコース）

山口県教育委員会 開発教育支援事業にかかる後援名義習得

山口県教育委員会高校教育課 SGH校（宇部高校）運営委員への市民課課長の就任

宇部市教育委員会人権教育課） 7月30日 市民講座（50名参加）への講師派遣

光市教育委員会 5月29日 市民講座（50名参加）への講師派遣

山口県国際理解教育研究会 1月23日 山口県国際理解教育研究大会

2015年度 教育行政及び教員組織との連携実績

岡山県

島根県

広島県

鳥取県

山口県
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実施日 ： 2015年8月1日（土）～8月2日（日）
会　 場 ： ひろしま国際プラザ (JICA中国）

学年 人数

岡山県立総社南高等学校 3 5

岡山県立倉敷鷲羽高等学校 1,2 4

岡山県立倉敷南高等学校 1,2 5

屋久島あおぞら高等学校　/　KTC中央高等学院広島キャンパス 2,3 2

クラーク記念国際高等学校　広島キャンパス 2 2

近畿大学附属広島高等学校　東広島校 2 3

広島県立福山葦陽高等学校 2 4

広島県立安芸南高等学校 3 3

福山市立福山高校 2 2

広島大学附属高等学校 2 4

崇徳高等学校 1 3

山口県 高水高等学校 1 3

松江市立女子高等学校 2 3

島根県立出雲高等学校 2 2

広島県

島根県

岡山県

2015年度 高校生国際協力体験プログラム

県名
参加生徒

学校名

参加グループ：　14グループ
学校数：　　　　　　　14校

参加生徒数：　　　　　45名
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行事名<団体名> 訪問国 海外渡航期間 参加者数

山口大学 マレーシア 7月6日～7月13日 1

山口市東南アジア派遣青少年訪問団 マレーシア 7月19日～7月24日 6

広島なぎさ高等学校 パラオ 7月21日～7月26日 19

岡山一宮高等学校 フィリピン 8月2日～8月7日 12

広島大学大学院国際協力研究科 フィリピン 8月19日～8月27日 8

鳥取大学 ウガンダ 8月25日～9月7日 15

山口大学教育学部 カンボジア 8月25日～9月2日 19

鳥取大学 メキシコ 8月31日～11月29日 16

福山大学 フィリピン 9月6日～9月11日 6

広島大学　AIMS-HUプログラム タイ 10月27日 13

山口県 ベトナム 12月6日～12月10日 8

広島県大学連携人材育成事業 ベトナム 12月12日～12月17日 20

広島女学院中学高等学校 ミャンマー 1月19日～1月23日 12

山口大学 マレーシア 2月18日～2月20日 8

福山平成大学 フィリピン 2月21日～3月2日 5

吉備国際大学大学院 ニカラグア 2月10日～3月8日 1

広島大学STARTプログラム ベトナム 3月2日～3月16日 29

広島中央ロータリークラブ パラオ 3月18日～3月25日 1

受入数

1

1

1

1

2

4

参加者総数：  10 名

実施回数：    6 件

学校名

JICA在外事務所訪問

2015年度　海外視察等に関する支援・便宜供与実績

内容

JICA在外事務所訪問

JICA在外事務所訪問

参加者総数： 199 名

実施回数：    18 件

JICA在外事務所訪問
JICAプロジェクトサイト見学

東広島市立西条中学校
東広島市立松賀中学校

帯広畜産大学 8月18日～8月28日

1月25日～1月29日

10月6日～10月8日

広島大学

広島大学

8月17日～9月5日

1月20日～2月25日（内15日間）

広島県立広島中学校

名古屋大学 8月31日～9月6日

2015年度　職業体験（インターンシップ）受入実績

受入日

JICAボランティア面談

JICA在外事務所訪問
JICAプロジェクトサイト視察

JICAプロジェクトサイト視察

JICA在外事務所訪問

JICA帰国研修員訪問
JICAプロジェクトサイト視察

JICA在外事務所訪問
JICAプロジェクトサイト視察

JICA在外事務所訪問

JICA在外事務所職員派遣

JICA在外事務所訪問
JICAプロジェクトサイト視察

JICA在外事務所訪問

JICA在外事務所訪問
JICA専門家・ボランティア面談

JICA在外事務所訪問
JICAボランティア面談

JICA在外事務所訪問

JICA在外事務所訪問
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年度 派遣国 派遣期間

ケニア
ウガンダ

2006年1月30日～
2006年2月11日

マラウイ
ザンビア

2006年3月6日～
2006年3月17日

カンボジア
フィリピン

2006年5月25日～
2006年6月3日

タイ
ベトナム

2006年10月16日～
2006年10月24日

ガーナ
2007年7月30日～
2007年8月12日

ブルキナファソ
タンザニア

2007年11月26日～
2007年12月7日

ザンビア
ブルキナファソ

2008年5月11日～
2008年5月24日

セントビンセント
コスタリカ

2008年12月9日～
2008年12月18日

2009年度 ケニア
2009年8月24日～
2009年9月11日

2011年度 中国
2012年2月12日～
2012年2月17日

2012年度 ベトナム
2012年8月6日～
2012年8月14日

「アフリカの片隅で　～モザンビークからの報告～」（全3回）山陰中央新報掲載

「アフリカへ　モザンビークの青年海外協力隊」（全3回）中国新聞掲載
「あふれる笑顔　伸び盛り　豊富な資源に投資活発」中国新聞（夕刊）掲載

2013年度 セネガル
2014年2月1日～
2014年2月9日

2014年度 モザンビーク
2014年11月15日～
2014年11月23日

「グローバル人材を求めて　JICA中国セネガル調査から」（全3回）中国新聞掲載

「世界のためにできること」（全2回、約20分）KSB瀬戸内海放送

「1000キロの架け橋」(全6回）山陰中央新報掲載
2006年3月11日　ピーストークマラソンin島根で帰国報告

「灼熱の地を開く～アフリカ支援の山陰人～」（全5回）山陰中央新報掲載

「地球は宣言スペシャル『乾きゆく大地～二人の日本人女性が見たケニアの異変
～』」（55分）広島ホームテレビ放映

「高床式の村 進む近代化」、「現地を体感 授業に生かす」中国新聞掲載
（教師海外研修同行記事）

「中国の中の宇部方式 ～貴州省安順市を訪ねて～」（全4回）宇部日報掲載

2007年度

「教師海外研修40年～先生たちのガーナ見聞録～」（全3回）毎日新聞掲載

2008年度

「アフリカで支える　中国地方の協力隊員」(全5回)中国新聞掲載

「大地に汗を～アフリカ支援の今～」(全5回）山陽新聞掲載
「手と手と手～岡山発　国際貢献～」山陽新聞
（2006年1月1日から6月23日まで97回連載）に参考情報として活用

「夢追い人を訪ねて　青年海外協力隊員に密着」(全5回)新日本海新聞掲載

海外記者派遣実績（2005年度～）

「山口から東南アジアへ～国際支援活動を追う～」(全5回）山口新聞掲載
ピース･トーク・マラソンin山口で取材報告

2005年度

2006年度

取材結果

「きずなは固く～青年海外協力隊の２女性～」(全4回）日本海新聞掲載
「信本先生のカンボジアメール」日本海新聞連載
ピース・トーク・マラソンin鳥取で取材報告

2015年度 スリランカ
2015年7月9日～
2015年7月16日

「進め！スポーツ元気丸」
「テレビ派」
「あなたの思いが世界を変える」

「スリランカ　野球で復興」
「赤ヘルじゃけん　野球で振興後押し　スリランカに派遣へ」
「内戦後の地に平和の球音　カープ野村前監督　スリランカで教室」
「カープ野村前監督指導訪問　スリランカ復興後押し」
「白球が架ける橋　広島からスリランカ（全3回）」中国新聞掲載
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（ 1 ）2015年度原爆展等の実施実績

国名 実施時期

※報告書の提出があったもののみカウントしています。

（ 2 ）「原爆展」開催国数

年度 実施回数 開催国数 年度 実施回数 開催国数

2004～2006年度 25 15 2011年度 9 9

2007年度 26 24 2012年度 9 7

2008年度 7 6 2013年度 14 12

2009年度 11 10 2014年度 9 8

2010年度 18 15 2015年度 16 12

144 118

実施内容
隊員報告書から一言

・ぜひ次の世代にも伝えておきたい内容でした。私たちは先進国の経験してきたことを知りたいし、そういった情報を
必要としています。(来場者)

ポスター展示、DVD上映、折鶴制作

・どうすれば伝わるのか、国や文化、言葉の違う地で行うことで、色々な経験をすることができた。

ポスター展示、DVD上映、ゲストブック作成

・もっとも反響が大きかったのは、仮にマラウイに原爆が投下されたらというシュミレーション。自分のこととして考え
ることができた。

・原爆については、知らないことがたくさんあった。ショックだ。アメリカに帰ったら友達にも伝えるよ（Peace Corps）

ポスター展示、DVD上映、折鶴制作、三線演奏、空手披露、日本食試食

・ポルトガル語資料のありがたさを感じた。　　　・平和な世の中を築くための重要な種まきだった（来場者）

ポスター展示、DVD上映、折鶴制作、戦史資料展示、千羽鶴展示

ポスター展示、DVD上映、子どもたちによる歌の発表、ブラジル被爆者平和協会講演会、折鶴制作

・「アメリカが嫌いですか」と質問した生徒に「アメリカが悪いんじゃない、戦争が悪いんです」と答えた(被爆者の)言
葉が印象的だった。(来場者)

ポスター展示、DVD上映、折鶴・メッセージ作成、「原爆地獄」閲覧スペース設置

・ポスターのスワヒリ語訳を作成したことで、英語の理解が不十分な人にもある程度の情報を提供できた。

日本紹介、第二次世界大戦、原子爆弾についての説明、ポスター閲覧、DVD上映

ポスター展示、DVD上映、ブラジル被爆者平和協会講演会、高校生1万人署名、折鶴、
メッセージカード作成

マラウイ③ 2015年12月8日

マラウイ④
2015年12月
～2016年3月 ・JICA研修で広島に滞在した経験のある校長は歴史が専門ということもあり、生徒への事前学習を行ってくれてい

た。

・「戦争」といえばアクション映画の戦闘シーンのイメージだった生徒たちに、真剣に平和について考えてもらえた。

・戦争があっても日本は希望を捨てずに頑張りました。世界の平和を訴え続けています。日本人の歴史は悲しいけ
ど、感動的です。（生徒の感想）

ポスター展示、DVD上映

エチオピア③ 2015年10月31日

カメルーン②
2015年11月11日、
11月16～17日、
11月19～20日

ガーナ⑤ 2015年12月2日

バングラデシュ
2015年8月16～19日、

9月12日

バヌアツ③ 2015年9月21日

ジブチ 2015年10月5日

タンザニア⑥
2015年8月3～9日、

10月9～11日

モザンビーク 2015年8月15日

パプア・ニューギニア 2015年8月15日

マラウイ② 2015年6月20-21日

ブラジル③ 2015年6月27～28日

ウルグアイ
2015年7月27日

～8月14日

計

・開発途上国では、教育がいきわたっていないため、文字や図表から情報を読み取ることができない人が多い。そ
の反面、音や映像など直観力に訴えかけてくるものに対しては非常に敏感であるので、映像資料は訴求力が高い
と感じた。

ポスター展示、DVD上映　※東日本大震災展と同時開催

ブラジル④
2015年4月14～19日、

4月30～5月17日

・「ヒロシマ・ナガサキ」という単語を知っていても実際にはどのような状況だったのかは知らない人が多く、良い機会
になったと感じる。

ジャパンフェスティバル内でのポスター展示、DVD上映

・後遺症や残留放射線についての認識が曖昧な人が多く、現在の街の写真を見せたり、主催者自身も広島に住ん
でいた経歴を話すと驚く人もいた。

ポスター展示、DVD上映、講演会、「花は咲く」合唱、折鶴制作

・現地の人と話しているうちに「平和について伝えたい」「原爆について教えたい」という当初の思いは図々しことだっ
たと気付いた。これからも「平和」について居ともに考えていきたい。

JICAボランティアによる「原爆展」開催実績

　「原爆展」は、広島県出身の青年海外協力隊員の自主的な活動によって、2004年に中米のニカラグアで始まりました。その後10年間、
多くのJICAボランティアによって引き継がれ、2016年3月までに、65ヵ国で、144回開催されました。
2015年は、ヒロシマ・ナガサキ被爆70年、青年海外協力隊50周年の節目の年でした。多くの協力隊員が積極的に原爆展を実施する一
方、政情不安で延期・中止を余儀なくされた地域もありました。
JICA中国は、広島市国際協力推進員が窓口となり、広島平和記念資料館からの原爆展・平和学習用資料の貸出を行っています。

ポスター展示、DVD上映、折鶴制作

パネル展示、折鶴展示、DVD上映

・メッセージ帳には、平和を願うものから、戦後日本の復興に対する賞賛と励ましが寄せられた。

・戦後70年の終戦記念日に、かつての激戦区ラバウルにて、このような催しを行うことができ、とても光栄に思う。

ポスター展示、DVD上映

ポスター展示、DVD上映、お好み焼き提供、What's your peace?メッセージ(長崎デスク企画)

タンザニア⑤ 2015年6月1-6日
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（ 1 ）国際協力関連業務主管部課 （ 2 ）主な協力団体

県・市名 国際協力一般(青年海外協力隊含む） 県・市名

鳥取県 文化交流局　交流推進課 鳥取県

島根県 環境生活部 文化国際課 島根県

岡山県 県民生活部 国際課 岡山県

広島県 地域政策局 国際課 広島県

広島県 地域政策局 平和推進プロジェクト・チーム 山口県

山口県 総合企画部 国際課 広島市

広島市 市民局 国際平和推進部 国際交流課

（ 3 ）青年海外協力隊OB会

役職

会長

会長

会長

会長

会長

（ 4 ）協力隊を育てる会

役職

会長

会長

会長

会長

会長

上田　みどり

岩本　　功 

谷田　孝之

代表者名

山口県協力隊を育てる会

広島県青年海外協力隊を育てる会

青年海外協力隊山口県OB会

青年海外協力隊広島県OB会

青年海外協力隊岡山県OV会

島根県青年海外協力協会

鳥取県協力隊を育てる会 八村　輝夫

岡山県協力隊を育てる会 末光　　茂 

島根県青年海外協力隊を育てる会 田部　長右衛門

山尾　和宏

団体名

青年海外協力隊鳥取県OV会

団体名 代表者名

天津　貴志

近藤　英生

主な関係団体（中国5県）

団体名

公益財団法人 鳥取県国際交流財団

竹内　英祐

公益財団法人 しまね国際センター

一般財団法人 岡山県国際交流協会

公益財団法人 ひろしま国際センター

公益財団法人 山口県国際交流協会

公益財団法人 広島平和文化センター
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国際協力機構の組織図
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（ 1 ）事業の沿革

（ 2 ）組織の変遷

＜国際協力事業団設立以前＞

1954年 (昭和29年)   1月 財団法人日本海外協会連合会が東京に設立。

  3月 広島県及び鳥取県に海外協会が設立。その後、4月に岡山県、10月に山口県、11月に島根県と設立。　　　　

1962年 (昭和37年)   6月 海外技術協力事業団（ＯＴＣＡ）設立。政府の技術協力事業を一元化。　

1963年 (昭和38年)   7月 海外移住事業団（ＪＥＭＩＳ）設立。財団法人日本海外協力連合会の業務を継承。

1964年 (昭和39年)   7月 ＪＥＭＩＳ、都道府県に地方事務所開設。

1973年 (昭和48年) 10月 ＪＥＭＩＳ広島支部が設立。広島県、山口県及び島根県を管轄。岡山県及び鳥取県は、神戸支部が管轄。　　　　　　　　　　　　

　山口県には更に駐在員事務所を配置。　　

＜国際協力事業団＞

1974年 (昭和49年)   8月 国際協力事業団（ＪＩＣＡ）設立。ＪＥＭＩＳ広島支部は、ＪＩＣＡ広島支部となる。

1978年 (昭和53年)   9月 山口駐在員事務所が廃止。

1979年 (昭和54年)   7月 ＪＩＣＡ広島支部の担当地域に鳥取県及び岡山県が加わり、管轄が中国５県となる。

1980年 (昭和55年)   4月 名称変更により広島支部は中国支部となる。

1996年 (平成8年) 10月 中国支部を廃止し、中国国際センターを設立。

1997年 (平成9年)   1月 東広島市鏡山の広島中央サイエンスパーク内に、ＪＩＣＡと広島県との共同施設「ひろしま国際プラザ」が完成。

  2月 中国国際センターを「ひろしま国際プラザ」に移転。

＜国際協力機構＞

2003年 (平成15年) 10月 ＪＩＣＡは、独立行政法人化して「独立行政法人 国際協力機構」（英文名称は「JICA」のまま）となる。　　　　　　　　　　　

2008年 (平成20年) 10月　　　　国際協力銀行（JBIC）のODA部門と統合、外務省の無償資金協力業務を承継し、一元的なODA実施機関となる。　　　　　　　　　　　　

JICA中国の沿革

　1954年から管轄地域内各県で実施されていた海外移住業務を、1964年7月に設置された国際協力事業団(JICA：JapanInternationalCooperationAgency）

の前身である海外移住事業団広島県事務所が、各県海外協会から継承しました。

　1965年から各県の協力を得て実施されていた青年海外協力隊業務は、国際協力事業団広島支部が設置された1974年8月から扱うこととなり、研修員の

受入れ業務は、1981年から実施しています。
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JICA中国の組織図・業務内容

○ボランティア派遣事業 

  （青年海外協力隊／シニア海外ボランティア／ 

    日系社会青年ボランティア／ 
    日系社会シニアボランティア） 

○開発教育支援事業 
○草の根技術協力事業 

○青年海外協力隊OB会支援事業 

○民間連携事業 

○施設運営・管理 

○業務管理・調整 

○国際協力広報 
○財務会計 

○環境マネジメント 
○民間連携事業（中小企業海外展開支援事業） 

 

○研修員受入事業 

  （課題別研修／国別研修／長期研修／ 

             青年研修／日系研修） 

所
 
長

 

次
 
長

 

研
修
業
務
課

 

総
務
課

 

市
民
参
加
協
力
課
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